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もうすぐハラウィーンです！神戸の街の至る所にかぼちゃなどの飾りが目に

つきます。ハロウィーンの主役は黒猫ですが、白ネコでも良いかしら？ 
 
        
 
   

 
 
 
新しいポーポキ！ 
ポーポキの友人の一人、 
多田真理恵さんがこんな 
すてきなポーポキを 
つくりました！！！ 
 
 

   

「一言の平和」コーナー 
あなたは今日、どんな「平和」に出会いましたか？ 
ぜひお聞かせください。ポーポキのメールpopokipeace@gmail.com へ！ 
ロニーの｢平和｣：昨日、散歩中に元気よく咲いているひまわりに出会いまし
た。１０月なのに！なんだか、見ていると私も元気になりました。 
 
 

 
先月紹介した堀越健志ニャンのパレスチナ記事。 
ＹＭＣＡのＨＰでご覧になれます。 
http://www.kobeymca.or.jp/kobeseinen/pdf/2010_09_3.pdf 
ぜひ読んでくださいね！ 
 
 

 
 
 
ポーポキとロニーは、徐々に活動を再開しています。
ご理解、ありがとうございます！ 
  

mailto:popokipeace@gmail.com
http://popoki.cruisejapan.com/
http://popoki.cruisejapan.com/
mailto:popokipeace@gmail.com
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神戸 YMCA 国際リーダー会 廣瀬献児 

 
８月９日、JICA 兵庫で開催された「多文化共生のための国際理解教育・開発教育セミナーの分科会

にて「ねこのポーポキと平和のモビールづくり」を行ないました。（ポーポキは４年連続参加です） 
兵庫県下の学校の先生や教育に関心がある学生約２０名の方々とのワークショップの模様をご報告

します。 
教育の現場は大変!? 先生と子どもたちの教室が平和だといいですね。 

 

 

こんにちは！ポーポキ
一緒に平和を考えてみる。
みなさんは平和ですか？

平和でないですか？

絵本を掲げる人、
隣で本を読む人、

協力するとみんな絵が見
えやすくなりました。

なんだか楽しいですね。

モビール作り。

色も、形も、大きさも
みんなバラバラ

ひもを持つ人
バランスを保つ人
絵をくっつける人

みんな自然に協力してモビールを
完成させました！

 

 

ポーポキと 

多文化共生のための国際理解教育・開発教育セミナー

＠JICA 兵庫 2010/8/9 
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ありがとう、ポーポキ！ 

きみのモビールが先生を通じて子どもたちにも作ってもらえるといいね♪ 

参加者の方々よりフィードバック 

後日 JICA 担当者様より、今回のワークショップに参加された方々からの感想をいただき

ました。その内容を紹介します。 

 

・ モビール造りは学級で、班でアイスブレイクとして活用してみようと思う。もう少しロ

ニー先生のバックグラウンドを知り、実際絵本や紙芝居をされているところなども映像

などで見せていただきたい。 

 

・ モビール造りは無心になって楽しめました。さまざまな想像力が身についてよかった。 

 

・ ひもを使った自分の立ち位置を表す実践は簡単でとてもよく考えられるものだと思った

のでぜひやってみたい。モビールづくりもとても楽しかった。誰かと協力して何かを作

り上げることの難しさと、楽しさ、達成感なども味わった。 

 

・ 平和って何か考えるきっかけとなった。 

 

・ 感覚に訴える内容だった。モビール造りにもっと時間をかけたかった。皆で協力して一

つの作品ができてうれしかった。温かい雰囲気で作ることができた。 

 

・ 今の日本の平和教育とは少し視点が違うと思い、新しい考え方を知ることができた。 

 

みなさん改めて平和を考えてみることに戸惑っていたようですが、モビール作りの面白さ

とポーポキと一緒に平和を考えたことを楽しんでいただけたようです。 

 

まとめ 

このレポートを書いております私自身、今回ポーポキのワークショップに初めて参加した

のですが、平和について思うことは人によってとても違うということが感じられ、とても刺

激的でした。 

それと同時に、もしかしたら自分が知らないうちに平和でないことを、家庭で、学校で、

職場で、道端で、生活の中で日常行っているのではないかと少し不安になりました。これは

自分の病気のことがよく分からないのと同じようなことでしょう。 

 

だけどポーポキはそんな暗い気持ちに面白いヒントをくれるような気がします。 

 

人だけでなく、動物、植物、虫たち・・・数え切れないたくさんのいのちと平和に暮らす

には、言葉を超えた心のコミュニケーションが大切です。まず五感をフルに使って人や自然

とお話してみよう、そうすればきっと平和に近づいていけるのではないでしょうか。 
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Lesson 29 

今回もポガのテーマ！気分が元気で強くなることを期待します！ 

 
１．いつものように、背筋を伸ばし、自分を細く見せながらちゃんと座りましょう。 

２．さて、かぼちゃのように丸くなりましょう。 
３．次に、猫のように四つばいになって…。顔もしっぽも上へ。 
４．今度は、怖い黒猫のように、足を延ばしながらせなかを丸めて！ 
５．できた！できた！できたポーズをどうぞ！ 

 

第 29 回目のポガ･レッスンはこれで終わります。少しリラックスできましたか？毎日、

深呼吸・笑・リラックス、そしてポガを最低 3分間練習しましょうね。 

              

  

次回のポー会 10.23（土）15：30～ 神戸 YMCA 三宮会館 （YMCA のバザーに

登場するポーポキの準備をします。PET ボトルのキャップを忘れないようにね）。 

10.24  神戸 YMCA 国際協力バザー 10:00-16:00  神戸 YMCA 三宮会館 

11.20 ポーポキ in オキナワ？？？ 

11 月中旬・12 月  子ども向けの『ポーポキ・ピース・ブック』の読み聞かせ？？？ 

12.27-28 ポーポキin 全国YMCA中高生のためのイングリッシュ・キャンプ(東山荘) 

ポーポキの友だちより： 

・11.16 アンナ・バルツァー（ユダヤ人米国人人権活動家）講演会「パレスチナにおける平

和と人権～アンナ・バルツァーの見た占領～」（日本語通訳あり）。会場：京都大学 吉田南

キ ャ ン パ ス  人 間 ・ 環 境 学 研 究 科 棟  地 下 講 義 室 。 地

図：http://www.h.kyoto-u.ac.jp/access/。 (資料代：1000 円)。事前申し込み制.問合せ・

申し込み先: anna.in.kyoto@gmail.com 
・ANPO A film by Linda Hoaglund. 『ANPO』は、日本で生まれ育ったアメリカン人リンダ・ホーグラン

ド監督が、60 年安保を知るアーティストたちの証言と作品を通して、日本とアメリカの関係の問い直しを日本

人に迫るドキュメンタリーです. (URL: http://www.uplink.co.jp/anpo/introduction.php より)・

http://www.h.kyoto-u.ac.jp/access/
http://jp.f104.mail.yahoo.co.jp/ym/Compose?To=anna.in.kyoto@gmail.com
http://jp.f104.mail.yahoo.co.jp/ym/Compose?To=anna.in.kyoto@gmail.com
http://www.uplink.co.jp/anpo/introduction.php
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*  ポ ー ポ キ 通 信 の バ ッ ク ナ ン バ

ー：http://popoki.cruisejapan.com/archives.html 

・ No.1 ｢『ポーポキ、平和って、なに色？』の背後にあるもの｣ (連載) とさぼりライフ第 19 号 2010.10:4 

・ 堀越健志「シリーズ：こくさいのまで⑮(パレスチナについて) 『神戸青年・Kobe YMCA News』 No.604 

2010.9-10 

・ 「みんなでやれば、何にかが変わる！」 THE YMCA No.607 June 2010, p.1  

・ [ ヒ ロ シ マ と 世 界 ：  被 爆 地 の 声  非 核 と 平 和 、 復 興 と 再 生 、 許 し と 命 の 尊 厳 訴

え] http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja 
2010.3.15 中国新聞  ヒロシマ平和メディアセンター 
・ FM COCOLO 76.5 ‘Heart Lines’ 2010.1.9  Interview: Ronni on Popoki in Palestine 
・  “Human Rights, Popoki and Bare Life.” In Factis Pax Journal of Peace Education and Social Justice Vol.3, 

No.1, 2009, pp.46-63 (http://www.infactispax.org/journal/) 

・ 西出郁代 「ポーポキ、平和って、なに色？ﾛﾆｰ･アレキサンダーを迎えて」 『PPSEAWA』（日

洋東南アジア婦人協会） No.63 2009.12, p.5.  

本汎太平

AI 

・ 「友情」第 2 号 2009.11 伊丹市国際・平和交流協会 年間事業報告 pp.1-2 

・ 「ともに・・・」 No.29 2010.1 家庭と保育所、学校園、地域を結ぶ在日外国人教育

情報誌  ポーポキ・ピース・チャンレジ情報 p.12 

・ 区民情報誌「なだ」 2009.12, p.2. ポーポキ・ピース・チャレンジ情報。  

・ 「『ポーポキ、友情って、なに色？』」 「私のいち押し」 奥田光子 THE GAID

2009.7.17 No.243 (関西外大通信) 

・ 「友情って･･･考える絵本」 朝日新聞 ｢生活｣(阿久沢悦子) 2009.7.2 

・ 「友情を考えて~人間と、ねこと、そして自分と～」 れ組通信  ＲＳＴ/ALN 2009.6.28  Ｎｏ．

259, p.11  

・ 「カティング･エッジ」 第 35 号 2009.6 (北九州市立男女共同参画センター｢ムーブ｣) ｢新刊紹

介：『ポーポキ、友情って、なに色？ポーポキのピース･ブック 2｣（レベッカ･ジェニスン） p.3 

・ 「猫を通して平和を考える 絵本の第 2 弾を出版」 （斎藤雅志） 神戸新聞 2009.4.21 

・ 「ポーポキ、平和ってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.3.1 No.593 ｐ.2 

・ 「ポーポキ、ゴミってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.1.1 No. 592 ｐ.２ 

・ 「友だちになってくれませんか？」 ＲＳＴ／ＡＬＮ 2009.2.22 

・ ラジオ番組の中のポーポキ！！！プロジェクト･メンバーの宇留賀佳代子さんがラジオ番組で

紹介してくださいました。ぜひお聞きくださいね。  http://www.kizzna.fm/ 録音番組をクリック。番

組CHの６CHをクリック。 

・ やさしいから人なんです展パート２０ 実行委員会 『世界人権宣言』 ひょうご部落解放・人権

研究所  ２００８．１０ 500 円。 詳しくは： blrhyg@osk3.3web.ne.jp 

・ 「KFAW カレッジ ロニー・アレキサンダー氏 講演会」 エイジアン・ブリーズ/Asian Breeze 

No.54 October 2008, p.8 （アジア女性交流・研究フォーラム）  

・ 「ピースセミナー in 熊本 あなたにとっての「平和」とは？」 Kumamoto YMCA News 10  

Vol.437 October 2008, p.1  

・ 神戸新聞 「人権宣言 兵庫から発信 全 30 条 イラストで表現 地元ゆかり 6 名がパネル制

作」 2008.10.8. 10 面 

・ 「社説 終戦の日」 神戸新聞 ２００８．８．１５ 

・ 中国新聞 「核廃絶への視点」 ２００８．７．２７ （核抑止論について・・・。３時間！？！にわ

たる取材で一生懸命にポーポキのことを話したのに・・・。） 

http://popoki.cruisejapan.com/archives.html
http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja
http://www.infactispax.org/journal/
http://www.kizzna.fm/
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Sofía Villacorta 

 
*オリジナルのスペイン語の後に日本語訳が載っています 

 
El significado de Popoki en mi vida 

 
¿Qué significa Popoki para mí? Sin duda alguna, amistad.   Conocí el Proyecto de Paz 
Popoki dos años atrás, y aunque desde entonces supe que se trataba de una iniciativa 
interesante no podría haber imaginado los amigos que conocería a través del mismo. 
Durante toda mi vida aprendí a confiar en poca gente y tengo la fortuna de tener una 
maravillosa familia, así que no hay nada más seguro que contar con ellos.  Me acostumbré 
a esa idea.  Siempre sentí su apoyo en la distancia entre mi país El Salvador y Japón, 
donde me encuentro estudiando.  Pero en junio pasado mi papá enfermó.  Traté de ser 
fuerte y pretender que todo estaba bien.  No fue fácil.  Pensé que debía convertirme en el 
apoyo de mi familia aún en la distancia y llorar no era una opción.  Decidí no hablar del 
tema, y fue muy difícil dado que usualmente soy muy conversadora.   
 
El 6 de junio me invitaron a participar en el evento Nada Challenge junto a los miembros del 
Proyecto de Paz Popoki.  Era la segunda oportunidad de unirme al evento.  Sin embargo, 
esta vez fue más difícil por la situación de mi familia.  No pude mantenerme tranquila y 
fuerte, quizá por tener que pensar en la paz y ver a todas esas familias juntas.  Para 
entonces, llorar se volvió la única opción. No obstante, me sorprendí al encontrar amigos 
donde no lo esperaba.  Los miembros del Proyecto de Paz Popoki me brindaron el apoyo 
que requería y más importante aún los abrazos que nunca pedí y que tanto necesitaba.  Y 
fue ahí cuando realmente entendí cómo se sentía la paz.  ¡Siempre les estaré muy 
agradecida! 
 
Actualmente, la condición de 
mi papá es mejor y yo siento 
el deber diario de traer paz a 
alguien más.  Y aunque no 
es un trabajo fácil, sé que 
vale la pena, porque yo la 
viví.  ¡Muchísimas gracias! 
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私にとってのポーポキ 
日本語訳 廣瀬 優 

 

私にとってのポーポキは、疑いなく友情です。ポーポキ・ピース・プロジェクトに出会っ

たのは 2年前です。面白そうな活動だと思いましたが、活動を通して友人に出会うとは夢に

も思いませんでした。 

 私は今まで、ただ何人かの親しい人を信じていればいい、と思いました。私は周りには素

敵な家族がいるという恵まれた状況にいるので、彼らを信頼していれば安心だ！と思いまし

た。留学先の日本と私の故郷であるエルサルバドルの距離に関わらず、いつも家族の支えを

感じていました。ところが、去年の 6月に父が病気を患いました。それを知った時、強くな

ろう、全部上手くいっていると装おうと必死に努めました。私は家族の支えにならなければ、

泣いていてはだめだ。出来る限り私の問題について話さないようにしようとしました。しか

し、話すことが好きな私にとっては大変辛い時期でした。 

6 月 6 日にポーポキ・ピース・プロジェクトのメンバーと一緒に灘チャレンジに参加しま

した。このイベントに参加するのは 2回目でした。しかし、この時期は父の様態が思わしく

なく、私は平穏さを保てず強く装えませんでした。何故だかはわかりませんが、おそらく平

和について考えたり、両親といる子どもたちを目にしたからだと思います。 

その時から、泣くことでしか気持ちを表現出来ませんでした。しかし、驚いたことに、そ

こで友情を見つけました。ポーポキ・ピース・プロジェクトのみなさんが泣いている私を暖

かく受け入れたくれて、ハグをしてくれました。実は、口にすることができなかったがその

ハグは私が最も求めていたことです。その時、平和とはどんな感じかを本当に理解できまし

た。みんなに感謝します。 

 今は父の様態も良くなり、私の課された任務は日々誰かに平和を届けることだと考えて

います。容易なことではありませんが、価値のあるものだと確信しています。本当にありが

とうございました。 
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さらにご協力ください！ 

 ポーポキ･ピース･プロジェクトは、『ポーポキ、平和って、なに色？ポー

ポキのピース・ブック１』（エピック、２００７年）、『ポーポキ、友情って、な

に色？ポーポキのピース・ブック２』（エピック、２００９年）を題材に、全身

で平和の意味を探り、一人ひとりの「発見」を平和の創造に役立てようと

する小さな平和活動団体です。２００６年に設立されて以来、日本国内

外で幅広く平和のためのワークショップなどの開催を続けてきました。活動の資金はすべ

て本の売上や寄付によって行っています。 

 これからも平和を考えるためのピース･ワークショップ、読み聞かせ、ピースキャンプ参加、

ポーポキのピース・ブックの翻訳（『ピース・ブック１』は既に１０ヵ国語に翻訳されている）、

『ポーポキのピース･ブック３』の執筆などの活動を中心に活動を続ける予定です。定期例

会「ポー会」を月に一度のペースで開催しています。一緒に活動なさりたい方はぜひご参加

ください。（ポー会の開催については、ポーポキ通信の「ご一緒にどうぞ」の蘭をご参照され

たい。） 

 また、こういった活動に対してのご協力、ご支援をぜひお願いいたいと存じます。本の購

入・寄付・本についてのコメント、感想、注文などについては、popokipeace@gmail.comへ 

お問い合わせください。 

なお、本についての問い合わせや注文は、お近くの書店、アマゾン、あるいはエピック

（TEL: 078-241-7561･FAX: 078-241-1918）へどうぞ。 

 

ポーポキ・ピース・プロジェクト popokipeace(at)gmail.com 
http://popoki.cruisejapan.com 
郵便振替口座番号 ００９２０－４－２８０３５０  

ゆうちょ銀行 店番０９９ 店名０９９店 当座 口座番号０２８０３５０ 

口座名  ポーポキ・ピース・プロジェクト神戸 

 

ポーポキ平和募金は一口 1500 円 何口でも結構です。 

 

 

 

 

 

 

mailto:popokipeace@gmail.com

